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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中間転写体に、インク中のアニオン性成分を凝集させる凝集剤を含有する凝集液を付与
する凝集液付与工程と、アニオン性成分を含有するインクを、該凝集液が付与された中間
転写体の画像形成面にインクジェット記録方法で付与することにより中間画像を形成する
中間画像形成工程と、該中間画像が形成された該画像形成面に記録媒体を圧着して該中間
画像を該画像形成面から該記録媒体へ転写する転写工程とを有する転写型インクジェット
記録方法であって、
　該凝集液は、アミノ基を有する多糖類又はその塩を含有する高分子化合物を含有するこ
とを特徴とする転写型インクジェット記録方法。
【請求項２】
　前記アミノ基を有する多糖類又はその塩を含有する高分子化合物の重量平均分子量が、
３０，０００以上、１０，０００，０００以下である請求項１に記載の転写型インクジェ
ット記録方法。
【請求項３】
　前記アミノ基を有する多糖類又はその塩を含有する高分子化合物のアミン価が、０．３
ｍｍｏｌ／ｇ以上、１４．０ｍｍｏｌ／ｇ以下である請求項１または２に記載の転写型イ
ンクジェット記録方法。
【請求項４】
　前記アミノ基を有する多糖類又はその塩が、アミノ基を有するカチオン化剤によってカ
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チオン化された多糖類もしくは多糖類塩である請求項１～３のいずれか１項に記載の転写
型インクジェット記録方法。
【請求項５】
　前記アミノ基を有する多糖類又はその塩が、アミノ基を有するセルロース誘導体、アミ
ノ基を有するグアーガム誘導体、キトサン及びそれらの塩から選択される少なくとも１種
である請求項１～３のいずれか１項に記載の転写型インクジェット記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、転写型インクジェット記録方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　印刷方式の１つとして、中間転写体上にインクジェット記録方法にて中間画像を形成し
、中間画像を記録媒体に転写して最終画像を形成する記録方法（転写型インクジェット記
録方法）がある。転写型インクジェット記録方法において、画像性能及び耐水性を向上さ
せるために、中間転写体にインクを凝集させる凝集液を付与する方法が知られている（特
許文献１参照）。特許文献１に記載の方法は、ジシアンジアミド樹脂やポリアリルアミン
等のカチオン性高分子を含有した凝集液によって中間転写体上のインクを凝集させ、ブリ
ーディング（インク間の混色）を抑制し、画像性能を高めるものである。さらに、カチオ
ン性物質の分子量を高くすることで、画像の皮膜強度を向上させ、耐水性を向上させるも
のである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－２４６１３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、本発明者らの検討によれば、特許文献１に記載の記録方法は、以下のよ
うな課題がある。まず、中間転写体上の中間画像を記録媒体へ転写する際の転写性が良好
でなく、記録媒体上に形成する最終画像が乱れるという課題である。これは、印字Ｄｕｔ
ｙが高い場合に中間画像を形成するインクの凝集性が不足し、転写の際に必要な中間画像
の内部凝集力が不十分となるためと考えられる。このような転写性の低下は、記録媒体と
して表面粗さが比較的大きい上質紙等を用いた場合、特に顕著である。
【０００５】
　さらに、商業用印刷物等に要求されるような、印刷物に水分が付与された際の擦過性が
不十分であるという課題がある。商業用印刷物は、印刷物上に水が付着してそのまま放置
された後、その水分をふきとって使用されることがある。このような水分を付与された状
態での擦過を「Ｗｅｔ擦過」という。特許文献１に記載の記録方法により得られる印刷物
に対してこのＷｅｔ擦過を行った際、画像に擦過痕が発生して著しく乱れる場合があった
。これは、画像を形成した印刷物上に水が放置されると、印刷面内に水が浸透して印刷面
が膨潤劣化してしまい、その状態で水の擦り拭取り作業を行うと、膨潤劣化した印刷面が
剥離してしまうことによると考えられる。
【０００６】
　また、インクがカラーインクの場合、印字Ｄｕｔｙが高い高濃度の画像を形成すると、
ブリーディングが発生することがあった。これは、インクを凝集させる成分がカチオン性
高分子（凝集剤）のみだと凝集力が十分でなく、単位面積あたりの凝集液の量に対してイ
ンク量が多い場合には、中間画像を形成するインクを十分に凝集させることが困難になる
ためと考えられる。
【０００７】
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　従って、本発明の目的は、印字Ｄｕｔｙが高い場合であっても、転写性が良好で、最終
画像のＷｅｔ擦過性が良好な転写型インクジェット記録方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題は、以下の本発明によって解決される。即ち本発明は、中間転写体に、インク
中のアニオン性成分を凝集させる凝集剤を含有する凝集液を付与する凝集液付与工程と、
アニオン性成分を含有するインクを、該凝集液が付与された中間転写体の画像形成面にイ
ンクジェット記録方法で付与することにより中間画像を形成する中間画像形成工程と、該
中間画像が形成された該画像形成面に記録媒体を圧着して該中間画像を該画像形成面から
該記録媒体へ転写する転写工程とを有する転写型インクジェット記録方法であって、該凝
集液は、アミノ基を有する多糖類又はその塩を含有する高分子化合物を含有することを特
徴とする転写型インクジェット記録方法である。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、印字Ｄｕｔｙが高い場合であっても、転写性が良好で、最終画像のＷ
ｅｔ擦過性が良好な転写型インクジェット記録方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明のインクジェット記録方法を行う画像記録装置の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明を詳細に説明する。
【００１２】
　＜インク＞
　本発明の転写型インクジェット記録方法で用いるインクは、アニオン性成分を含有する
。
【００１３】
　アニオン性成分としては、マイナスの電荷を示すものが挙げられる。好ましいアニオン
性成分としては、カルボン酸、スルホン酸、ホスホン酸、及びこれらが金属塩や有機アミ
ンにより中和されたアニオン性基を有する化合物等が挙げられる。アニオン性成分は高分
子量体であることが好ましい。これは、凝集液中のカチオン性成分とイオン結合を形成す
る成分が高分子量体である場合、皮膜強度が高くなり、Ｗｅｔ擦過性が良好となるためで
ある。本発明においては、アニオン性成分として用いる高分子量体は、色材を分散させる
分散剤であることが好ましい。高分子量体が色材を分散させる分散剤の場合、重量平均分
子量は１，０００以上５０，０００以下であることが好ましい。また、高分子量体がエマ
ルション粒子の場合、重量平均分子量は１，０００以上１０，０００，０００以下である
ことが好ましい。
【００１４】
　本発明においては、アニオン性成分はアニオン性の官能基を有する顔料であってもよい
し、アニオン性の染料であってもよい。
【００１５】
　本発明のインクは、最終画像の堅牢性をより向上させるため、機能性添加剤を含有して
いてもよい。機能性添加剤としては、従来公知の水溶性樹脂、水不溶性樹脂微粒子等が挙
げられる。用いられる材料としては他のインク成分と共存できるものであれば制限は無い
。水不溶性樹脂微粒子とは、自身が有する官能基（特に、酸性基またはその塩）によって
、水性媒体中で分散状態となりうる水不溶性ポリマーであって、遊離の乳化剤を含有しな
い水不溶性ポリマーの微粒子を意味する。水不溶性ポリマーとしては、例えば特開２００
９－０９６１７５号公報に記載の水不溶性ポリマー等が挙げられる。
【００１６】
　本発明のインクは、色材を含有しないクリアインクであっても、色材を含有するカラー
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インクであってもよい。含有する色材としては、特開２００８－０１８７１９号公報に記
載されているような従来公知の染料及び顔料を用いることができる。また、色材を分散さ
せるために、特開２００８－０１８７１９号公報に記載されているような分散剤を用いる
ことができる。
【００１７】
　本発明のインクは、水及び有機溶剤を含有することが好ましい。有機溶剤としては、下
記に示すような、高沸点で蒸気圧の低い水溶性の材料であることが好ましい。例えば、ポ
リエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、エチレングリコール、プロピレング
リコール、ブチレングリコール、トリエチレングリコール、チオジグリコール、ヘキシレ
ングリコール、ジエチレングリコール、エチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチ
レングリコールモノメチルエーテル、グリセリン等である。これらは、単独で用いても、
２種以上を併用してもよい。また、粘度、表面張力等を調整する成分として、エチルアル
コールやイソプロピルアルコール等のアルコール類や界面活性剤をインク中に添加しても
よい。
【００１８】
　インクを構成する成分の配合比は、特に限定されるものではなく、選択したインクジェ
ットヘッドの吐出力、ノズル径等から吐出可能な範囲で適宜に決めればよい。インク全量
を１００質量％とすると、色材は０．１質量％以上１０質量％以下であることが好ましい
。有機溶剤は５質量％以上４０質量％以下であることが好ましい。界面活性剤は０．０１
質量％以上５質量％以下であることが好ましい。そして、残りを水で調整すればよい。本
発明のインクは、水を４０質量％以上含有するような水性インクであることが好ましい。
【００１９】
　＜凝集液＞
　本発明の転写型インクジェット記録方法で用いる凝集液は凝集剤を含有する。また、ア
ミノ基を有する多糖類もしくはアミノ基を有する多糖類塩のいずれかを含有する高分子化
合物を含有する。
【００２０】
　凝集剤は、インク中のアニオン性成分を凝集させる機能を有し、かつ凝集液中の高分子
化合物（後述する本発明の高分子化合物）と共存可能であることが重要となる。このよう
な凝集剤としては、金属イオンを生成する金属塩や、水素イオン濃度（ｐＨ）を変化させ
る酸性化合物が好ましい。
【００２１】
　金属塩としては、例えば次のような多価の金属イオンを生成するものが用いられる。例
えばＣａ２＋、Ｃｕ２＋、Ｎｉ２＋、Ｍｇ２＋及びＺｎ２＋等の二価の金属イオンや、Ｆ
ｅ３＋及びＡｌ３＋等の三価の金属イオン等が挙げられる。そして、これらの金属塩を含
有する液体を塗布する場合には、金属塩水溶液として塗布することが好ましい。金属塩の
陰イオンとしては、Ｃｌ－、ＮＯ３

－、ＳＯ４
２－、Ｉ－、Ｂｒ－、ＣｌＯ３

－、ＲＣＯ
Ｏ－（Ｒは１価の有機基）等が挙げられる。
【００２２】
　酸性化合物としては、インクの凝集性能の観点から、ｐＨ緩衝能を有することが好まし
く、酸解離定数（ｐＫａ）が４．５以下であることが好ましい。酸解離定数が４．５を超
える場合には、凝集性能が下がり、インク中のアニオン性成分と凝集液中の凝集剤及び本
発明の高分子化合物による複合的な凝集物が十分に形成されにくい。酸性化合物の例とし
ては、有機カルボン酸、有機スルホン酸等が挙げられる。より具体的には、ポリアクリル
酸、酢酸、メタンスルホン酸、グリコール酸、マロン酸、リンゴ酸、マレイン酸、アスコ
ルビン酸、コハク酸、グルタル酸、フマル酸、クエン酸、酒石酸、乳酸、スルホン酸、オ
ルトリン酸、ピロリドンカルボン酸、ピロンカルボン酸、ピロールカルボン酸、フランカ
ルボン酸、ビリジンカルボン酸、クマリン酸、チオフェンカルボン酸、ニコチン酸、若し
くはこれらの化合物の誘導体、またはこれらの塩等が挙げられる。
【００２３】
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　上記の金属塩や酸性化合物は、１種類で使用しても、２種類以上を併用してもよい。凝
集液の凝集剤の含有量は、凝集液の全質量に対して０．０１質量％以上９０質量％以下で
あることが好ましい。１質量％以上であることがより好ましく、１０質量％以上であるこ
とがさらに好ましい。また、８０質量％以下であることがより好ましく、７０質量％以下
であることがさらに好ましい。０．０１質量％未満の場合は、アニオン性成分を十分に凝
集できないことがある。９０質量％を超える場合は、凝集剤の種類によっては、凝集液中
で凝集剤が不溶物として不均一に存在する場合があり、これにより、凝集液の塗布や中間
画像の形成が困難となる場合がある。
【００２４】
　本発明で用いる凝集液は、アミノ基を有する多糖類もしくはアミノ基を有する多糖類塩
のいずれかを含有する高分子化合物（以下、本発明の高分子化合物とする）を含有する。
尚、本発明における多糖類とは、単糖類２分子以上がグリコシド結合によって脱水縮合し
て生ずる高分子化合物、即ちグリカンである。多糖類塩とは、多糖類の塩である。
【００２５】
　本発明の高分子化合物のアミン価（高分子化合物１ｇに含まれるアミノ基及びその塩の
モル数）は、０．３ｍｍｏｌ／ｇ以上が好ましく、０．５ｍｍｏｌ／ｇ以上がより好まし
い。また、１４．０ｍｍｏｌ／ｇ以下が好ましく、８．０ｍｍｏｌ／ｇ以下がより好まし
く、６．０ｍｍｏｌ／ｇ以下がさらに好ましい。アミン価が０．３ｍｍｏｌ／ｇよりも低
いと、インク中の多数のアニオン性成分を十分にイオン結合させて凝集体を形成すること
が困難となり、中間画像の被膜性が低下することによって転写性が低くなる場合がある。
また、カラーインクの場合にはブリーディングが発生する。さらに、記録媒体に形成され
る最終画像において、インク由来の親水性のアニオン性成分が過剰に残存し、Ｗｅｔ擦過
性が低くなる場合がある。一方、アミン価が１４．０ｍｍｏｌ／ｇよりも高い場合には、
本発明の高分子化合物を安定的に製造することが困難となる場合がある。また、アミン価
が８．０ｍｍｏｌ／ｇよりも高い場合には、特に低Ｄｕｔｙで形成した最終画像において
、多糖類もしくは多糖類塩の親水性のアミノ基がアニオン性成分に対して過剰に残存し、
Ｗｅｔ擦過性が低くなる場合がある。
【００２６】
　本発明の高分子化合物の重量平均分子量は、３０，０００以上が好ましく、２００，０
００以上がより好ましい。また、１０，０００，０００以下が好ましく、８，０００，０
００以下がより好ましい。重量平均分子量が３０，０００を下回る場合には、中間画像の
被膜性が低下して転写性が低下したり、最終画像のＷｅｔ擦過性が低下したりする場合が
ある。また、カラーインクの場合にはブリーディングが発生することがある。重量平均分
子量が１０，０００，０００を上回る場合には、凝集液中への高分子化合物の添加量増加
に伴って凝集液の粘度が急増し、中間転写体上に良好に塗布することが困難となる場合が
ある。
【００２７】
　本発明で用いる凝集液は、本発明の高分子化合物を、凝集液全量に対して０．０１質量
％以上５０質量％以下含有していることが好ましい。また、０．１質量％以上含有してい
ることがより好ましく、１質量％以上含有していることがさらに好ましく、３質量％以上
含有していることがさらに好ましい。また、３０質量％以下含有していることがより好ま
しく、２０質量％以下含有していることがさらに好ましい。含有量が０．０１質量％未満
だと、良好な転写性やＷｅｔ擦過性等が十分に発現しない場合がある。含有量が５０質量
％を超えると、凝集液中への添加量増加に伴い、凝集液の粘度が急増し、中間転写体上に
良好に塗布することが困難となる場合がある。
【００２８】
　本発明の高分子化合物は、凝集液中で、溶解状態でも分散状態であってもよい。本発明
の高分子化合物は、分散状態である場合、最終画像中では粒子が皮膜化した状態であるこ
とが好ましい。最終画像中で皮膜化していないと、特に粒子径が大きい場合に粒子の存在
によって光散乱が発生し、最終画像の光沢性や耐水性が低下することがある。よって、画
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像の定着工程で粒子の最低造膜温度以上の温度で加熱し、粒子を十分に皮膜化させること
が好ましい。
【００２９】
　本発明におけるアミノ基を有する多糖類もしくはアミノ基を有する多糖類塩としては、
例えば以下のようなものが挙げられる。即ち、アミノ基を有するデンプン誘導体、アミノ
基を有するセルロース誘導体、アミノ基を有するグアーガム誘導体、アミノ基を有するロ
ーカストビーンガム誘導体、アミノ基を有するフェヌグリークガム誘導体、アミノ基を有
するタラガム誘導体、アミノ基を有するカードラン誘導体、アミノ基を有するカラギーナ
ン誘導体、キトサン誘導体等である。本発明の高分子化合物は、アミノ基を有する多糖類
もしくはアミノ基を有する多糖類塩を１種類だけ含有していても、２種類以上を含有して
いてもよい。
【００３０】
　本発明におけるアミノ基を有する多糖類もしくはアミノ基を有する多糖類塩は、例えば
非カチオン化変性の多糖類もしくは多糖類塩を、アミノ基を有するカチオン化剤によって
カチオン化することで得ることができる。非カチオン化変性の多糖類もしくは多糖類塩と
しては、例えばアミノ基を有していないデンプン誘導体、アミノ基を有していないセルロ
ース誘導体、アミノ基を有していないグアーガム誘導体、アミノ基を有していないローカ
ストビーンガム誘導体、アミノ基を有していないフェヌグリークガム誘導体、アミノ基を
有していないタラガム誘導体、アミノ基を有していないカードラン誘導体、アミノ基を有
していないカラギーナン誘導体等が挙げられる。アミノ基を有するカチオン化剤としては
、例えばグリシジルトリメチルアンモニウムクロリド、３－クロロー２－ヒドロキシプロ
ピルトリメチルアンモニウムクロリド、３－クロロプロピルトリメチルアンモニウムクロ
リド、グリシジルジメチルアンモニウムクロリド等が挙げられる。本発明におけるアミノ
基を有する多糖類もしくはアミノ基を有する多糖類塩は、特に、アミノ基を有していない
セルロース誘導体またはアミノ基を有していないグアーガム誘導体に、グリシジルトリメ
チルアンモニウムクロリドをカチオン化剤として付加して得られたものが好ましい。例え
ば、ヒドロキシエチルセルロースヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウムクロリドエ
ーテルや、グアーヒドロキシプロピルトリモ二ウムクロリドが好ましい。
【００３１】
　また、本発明におけるアミノ基を有する多糖類もしくはアミノ基を有する多糖類塩とし
ては、キトサンを用いることが好ましい。キトサンは、カニ、エビ、オキアミ等の甲殻類
の甲皮、カブトムシ、バッタ等の昆虫類の甲皮、イカの骨等を脱カルシウム処理し、除タ
ンパク質処理して得られるキチンを脱アセチル化処理することで得られる。また、分離膜
工法（米国特許第５７３０８７６号参照）の適用により得られるキトサン（ＨＦＰキトサ
ン、Ｊａｋｗａｎｇ製）は、高分子量かつ高水溶性のキトサンである。この方法により得
られるキトサンは、重量平均分子量が２００，０００以上１，０００，０００以下である
。このため、転写性、最終画像のＷｅｔ擦過性及び中間転写体上への塗布性の点で好まし
い。また、この方法により得られるキトサンは、水１００ｇに対する溶解度が３ｇ以上で
ある。このため、凝集液中に溶解状態で存在させやすく、凝集液中でのキトサンの含有量
を調整しやすいので好ましい。
【００３２】
　本発明で用いる凝集液は、水、有機溶媒、添加剤等を含有することが好ましい。有機溶
媒としては、下記に示すような水溶性の有機溶媒が好ましい。例えば、ポリエチレングリ
コール、ポリプロピレングリコール、エチレングリコール、プロピレングリコール、ブチ
レングリコール、トリエチレングリコール、チオジグリコール、ヘキシレングリコール、
ジエチレングリコール、ペンタンジオール、エチレングリコールモノメチルエーテル、ジ
エチレングリコールモノメチルエーテル、グリセリン等である。
【００３３】
　本発明の高分子化合物を含有する凝集液を用いることで、印字Ｄｕｔｙが高い場合であ
っても、転写性及びＷｅｔ擦過性が良好な最終画像を形成することができる。また、カラ
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ーインクの場合にはブリーディングの発生を抑制できる。この理由を、本発明者らは、以
下のように推測している。中間転写体上で中間画像を形成した際に、インクのアニオン性
成分と、凝集液中の凝集剤と本発明の高分子化合物との３つの成分が相乗的に作用するこ
とで、複合的な凝集反応が起こる。これにより、インクの量に依存せずに、ブリーディン
グ等の発生を抑制する十分な凝集性能を発現することができる。また、この複合的な凝集
反応によって得られる中間画像は、分子量が特異的に高い凝集体になり、転写性が非常に
良好となる。さらに、記録媒体に転写された画像は、本発明の高分子化合物中に存在する
水酸基特有の水素結合による分子間力と、上記３つの成分からなるイオン結合とによって
形成される特異的な３次元架橋構造を有し、Ｗｅｔ擦過性が良好となる。上記の特異的な
３次元架橋構造を有する膜によって、膜中への水の浸透性を抑制することできる。このた
め、膜中への水の浸透性を劇的に抑制し、最終画像の水による膨潤劣化を抑制することで
、Ｗｅｔ擦過性が良好になるものと考えられる。
【００３４】
　＜転写型インクジェット記録方法及び画像記録装置＞
　次に、本発明の転写型インクジェット記録方法及び画像記録装置の構成を説明する。
【００３５】
　図１は、本発明の画像記録装置の一例の概略構成を示した模式図である。画像記録装置
１は、中間転写体２、インク吐出部３、凝集液付与部４、溶媒除去部５及び転写部６を主
たる構成とし、更に、クリーニング部７、画像定着部８を備えている。中間転写体２は所
定幅を有する無端状のベルトで構成され、複数のローラ１０、１１、１２に巻き掛けられ
た構造となっている。複数のローラ１０、１１、１２のうち少なくとも１つの主ローラに
はモータ（不図示）の動力が伝達され、このモータの駆動により中間転写体２が各ローラ
１０、１１、１２の外側を図１の矢印Ａ方向（以下転写体回転方向）に回転するように構
成されている。その回転と同期して、周辺に配置された凝集液付与部４、インク吐出部３
、溶媒除去部５、転写部６、クリーニング部７、及び画像定着部８の各ユニットが作動す
るようになっている。本実施形態においては、転写時の加圧に耐え得る強度や寸法精度か
ら、ポリウレタンベルトを中間転写体２の支持部材として用いている。中間転写体２の支
持部材としては、中間転写体２の表層が記録媒体１３と少なくとも線接触可能となるもの
であればいずれでもよく、適用する画像記録装置の形態ないしは記録媒体１３への転写の
形態に合わせる。例えば、ローラ状、ドラム状の支持部材も好適に使用することができる
。
【００３６】
　中間転写体２は、インクを付与されることで中間画像を形成し、さらに形成した中間画
像を記録媒体へ転写して良好な最終画像を形成する特性が重要である。また、転写性が高
ければ使用するインクの利用効率が良く、廃棄されるインクの量を減らすと同時に、クリ
ーニング手段の負荷が低減される。そのための中間転写体２の表面はインク非吸収面であ
ることが好ましく、インク非接着面であることがより好ましい。さらに、紙等の記録媒体
の表面に追従し、十分に接触させるための弾性を有することが好ましい。これらの特性を
満たす材料としては、たとえば、各種プラスチックやゴム等が挙げられる。特に、非接着
性の面からシリコーンゴムやフロロシリコーンゴム、フッ素ゴム等が好適に用いられる。
これらのゴムは表面エネルギーが低く、インク受領性が良くない場合があるので、使用す
るインクに応じて表面処理を施すとよい。表面処理の例としては、薬品を用いた化学的処
理や表面形状を変える物理的処理、紫外線やプラズマを照射するエネルギー照射処理等が
挙げられる。本発明においては、使用する凝集液との接触角が１０°以上１００°以下で
ある中間転写体と凝集液の組み合わせが極めて好適に用いられる。
【００３７】
　凝集液付与部４には、凝集液を中間転写体２上に付与するユニットとして、凝集液塗布
ロール１４、凝集液供給ロール１５、凝集液量規制ブレード１６、対向ロール１７を用い
たロールコーターが配置されている。これにより、インク中のアニオン性成分と接触して
凝集体を形成する凝集液が中間転写体２の表面（画像形成面）に付与される構成となって
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いる。凝集液の付与は、スプレーコーター、スキージ、インクジェット記録方法等、いず
れの手段であってもよい。
【００３８】
　凝集液付与部４で凝集液が塗布された後、インクジェット記録方法により、インク吐出
部３からインクが中間転写体２の画像形成面に付与される。これにより、中間転写体２の
画像形成面に中間画像（ミラー画像）が形成される中間画像形成工程を行う。インク吐出
部３は、凝集液付与部４の転写体回転方向下流側に配置される。インク吐出部３には、ブ
ラック（Ｋ）、シアン（Ｃ）、マゼンダ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）の各色インクに対応する
記録ヘッド１８Ｋ、１８Ｃ、１８Ｍ、１８Ｙが設けられている。各記録ヘッド１８Ｋ、１
８Ｃ、１８Ｍ、１８Ｙは、中間転写体２に対向する吐出面から外部の画像信号に応じて、
それぞれ対応する各色インクを吐出する。これにより、中間転写体２の画像形成面に各色
インクが付与される。尚、インク吐出部３は、コンティニュアス方式のほか、電気熱変換
素子（発熱素子）や電気機械変換素子（ピエゾ素子）等を用いるオンデマンド方式にてイ
ンク吐出を行うものを用いることもできる。インク吐出部３の形態としては、例えば図１
の構成に関して言えば、図面に直交する方向にインク吐出口を配列してなるラインヘッド
形態の記録ヘッドを用いることができる。また、中間転写体２の接線または周方向の所定
範囲に吐出口が配列された記録ヘッドを用い、これを軸方向に走査しながら記録を行うも
のでもよい。さらに、画像形成に使用するインクの色に応じた数だけ記録ヘッドを用いる
こともできる。
【００３９】
　溶媒除去部５には、中間転写体２の画像形成面上に形成された中間画像から良好な転写
を可能な状態にまで液体成分を除去するために、加熱送風機（不図示）を設けた乾燥炉１
９が配置されている。液体成分の減少が不十分だと次工程である転写工程において余剰液
体がはみ出して画像を乱したり、転写性が低下したりすることがある。液体成分の減少手
段としては従来用いられている各種手段がいずれも好適に適用できる。具体的には、加熱
による蒸発を用いる手段や乾燥空気を送風する手段、吸収体による液体吸水手段、またこ
れらを組み合わせる手段等が好適に用いられる。
【００４０】
　次に、中間画像が形成された画像形成面に記録媒体１３を圧着させ、中間画像を画像形
成面から記録媒体１３へと転写する転写工程を行う。図１に例示した装置においては、ロ
ーラ１１と加圧ローラ２０で中間転写体２と記録媒体１３を挟み込むように加圧し、効率
のよい画像転写を実現している。本形態によれば、この段階で既に中間転写体２上でイン
ク中の液体成分は減少し、インクは高粘度化されているので、コート紙等のインク吸収性
の低い記録媒体を用いても良好な最終画像を形成することができる。
【００４１】
　搬送部８では、給紙トレイ２１から排紙トレイ２２へ転写部６を記録媒体１３が通過し
て搬送される。カット紙の搬送機構は、例えばローラとガイドを用いたものを使用する。
記録媒体１３の重送等の発生を抑制し、搬送を安定に行うために、トレイに積載された記
録媒体の側面からエアーを送風し、記録媒体１３の搬送を容易にする機構を用いてもよい
。また、記録媒体１３の湿度変化の伸縮を防止するため温度調節機構を用いてもよい。記
録媒体１３の形状としては本実施形態においてはカットシートを用いたが、ロール形状の
連続シートでもよい。
【００４２】
　画像定着部８は、転写部６の記録媒体排出側（図１の右側）に配置される。画像定着部
８には、記録媒体１３の表裏面に２つの定着ローラ３５、３６が設けられており、これら
定着ローラ３５、３６で記録媒体１３上に転写形成された画像を加圧、加熱することで、
記録媒体１３上の記録画像の定着性を向上させることができる。尚、定着ローラ３５、３
６としては、１個の加圧ローラと１個の加熱ローラからなる一対のローラであることが好
ましい。
【実施例】
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　以下に本発明の実施例及び比較例を示すが、本発明はこれらに限定されるものではない
。尚、以下の記載で「部」とあるのは、いずれも質量基準である。
＜インク＞
　色材として、下記表１に示す顔料を使用した。尚、色材５は、カーボンブラックＭＣＦ
８８を公知の次亜塩素酸による酸化反応処理を行うことで酸化体としたもので、アニオン
性成分である。
【００４４】
【表１】

【００４５】
　水溶性樹脂（分散剤）として、スチレン－メタクリル酸－ベンジルアクリレートの共重
合体の水酸化カリウムによる中和塩（重量平均分子量８，３００、酸価３．７ｍｍｏｌ／
ｇ、アニオン性成分）を用いた。この水溶性樹脂は、特開２００９－０９６１７５号公報
に記載の方法により重合を行って得た。
【００４６】
　各色材及び分散剤を用いて、バッチ式縦型サンドミル（アイメックス製）に仕込み、１
ｍｍ径のガラスビーズをメディアとして充填し、水冷し３時間分散処理を行った。この分
散液を遠心分離機にかけ粗大粒子を除去し、下記表２に示す組成で重量平均粒径１００～
２００ｎｍの色材を有するインクを作成した。
【００４７】
【表２】

【００４８】
　＜凝集液＞
　高分子化合物として、下記表３に示す高分子化合物を用意した。高分子化合物１～６は
、アミノ基を有する多糖類を有する高分子化合物もしくはアミノ基を有する多糖類塩を有
する高分子化合物である。また、比較高分子化合物１、２は、これらの高分子化合物では
ない。尚、重量平均分子量及びアミン価は、製造メーカの公表値である。
【００４９】
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【表３】

【００５０】
　上記高分子化合物を用い、下記表４に示す凝集液を作成した。尚、表中グルタル酸のｐ
Ｋａは４．１である。
【００５１】

【表４】

【００５２】
　＜記録方法＞
　上記のインク及び凝集液を用いて、以下の転写型インクジェット記録方法で最終画像を
形成した印字物を得た。
（Ａ）凝集液付与工程
　厚さ０．５ｍｍのＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）フィルム表面に、シリコーン
ゴム（商品名；高精度極薄ＳＲシート、タイガースポリマー製）を厚さ０．２ｍｍでコー
ティングした材料を用意した。この材料に対して、平行平板型大気圧プラズマ処理装置（
積水化学製　ＡＰＴ－２０３）を用いて表面親水化を行い、本実施例で用いる中間転写体
とした。凝集液の中間転写体への付与は、ロールコーターを用いて液体状態で２．０ｇ／
ｍ２の塗工量で行った。
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（Ｂ）中間画像形成工程
　凝集液が付与された中間転写体の画像形成面に、上記インクをインクジェットデバイス
（ノズル配列密度１２００ｄｐｉ、吐出量４ｐｌ）により付与し、中間画像を形成した。
（Ｃ）転写工程
　中間転写体上の中間画像を乾燥させた。乾燥後、中間画像の画像形成面に、加圧ローラ
－にて記録媒体（印刷用紙、坪量；１２７．９ｇ／ｍ２、商品名；ＯＫプリンス上質ＥＦ
、王子製紙製）を圧着し、記録媒体に中間画像を転写した。
（Ｄ）定着工程
　中間画像が転写された記録媒体を、１１０℃の熱風にて１０分間加熱し、画像を定着さ
せた。これにより、最終画像を形成した記録媒体を得た。
【００５３】
　各実施例に使用したインクと凝集液を下記表５に示す。
【００５４】
【表５】

【００５５】
　＜評価＞
　上記記録方法における中間画像形成工程において、中間転写体上に、２ｃｍ×２ｃｍの
中間画像を、１０％Ｄｕｔｙ、１００％Ｄｕｔｙ、３５０％Ｄｕｔｙの記録濃度で形成し
た。得られた中間画像の記録媒体への転写性、Ｗｅｔ擦過性及びブリーディングを、下記
の基準で評価した。
【００５６】
　＜転写性＞
　転写工程後の中間転写体を光学顕微鏡にて観察し、各中間画像のインク残存面積率を下
記の基準で評価した。残存面積率は、光学顕微鏡により得られた画像データを画像処理す
ることで算出した。全てのインクが記録媒体に転写し、中間画像が残っていない場合が、
残存面積率０％である。
Ａ：中間転写体上のインクの残存面積率が０％以上５％未満。
Ｂ：中間転写体上のインクの残存面積率が５％以上１０％未満。
Ｃ：中間転写体上のインクの残存面積率が１０％以上２０％未満。
Ｄ：中間転写体上のインクの残存面積率が２０％以上３０％未満。
Ｅ：中間転写体上のインクの残存面積率が３０％以上。
【００５７】
　＜Ｗｅｔ擦過性＞
　２ｃｍ×２ｃｍの中間画像を記録媒体に転写して得られた最終画像（２ｃｍ×２ｃｍ）
に対し、Ｗｅｔ擦過性の評価を行った。まず、形成した最終画像のＯ．Ｄ．（光学濃度）
を測定した。次に、最終画像上に０．２ｍｌの水滴を１滴滴下し、１分間放置した。その
後、シルボン紙により擦過ふき取り（Ｗｅｔ擦過）を行い、水滴を滴下した箇所の中心位
置のＯ．Ｄ．を測定した。これらの測定結果から、Ｏ．Ｄ．維持率を下記の基準で評価し
た。尚、「Ｏ．Ｄ．維持率＝１００×（Ｗｅｔ擦過後のＯ．Ｄ．）／（Ｗｅｔ擦過前のＯ
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．Ｄ．）」である。「Ｏ．Ｄ．」は分光光度計（商品名；スペクトロリノ、グレタグマク
ベス製）を使用して測定した。
Ａ：Ｏ．Ｄ．維持率が９９％以上。
Ｂ：Ｏ．Ｄ．維持率が９５％以上９９％未満。
Ｃ：Ｏ．Ｄ．維持率が９０％以上９５％未満。
Ｄ：Ｏ．Ｄ．維持率が８０％以上９０％未満。
Ｅ：Ｏ．Ｄ．維持率が６０％以上８０％未満。
【００５８】
　＜ブリーディング＞
　上記記録方法にて、凝集液を中間転写体上に全面に付与した後に、ブラックインクにて
、一辺２ｃｍ×２ｃｍの正方形（１００％Ｄｕｔｙ）を形成した。形成直後に、この正方
形の３辺に隣接するように、シアンインク１、イエローインク１、マゼンタインク１によ
り、一辺２ｃｍ×２ｃｍの正方形（１００％Ｄｕｔｙ）を形成した。これと同様に、４つ
の正方形を１０％Ｄｕｔｙ、また４つの正方形を３５０％Ｄｕｔｙとしたパターンも形成
した。次に、中間転写体上における、中間画像の境界部分を光学顕微鏡で観察した。境界
部分とは、ブラックインクにて形成した正方形とシアンインク１にて形成した正方形の境
界部分、ブラックインクにて形成した正方形とイエローインク１にて形成した正方形の境
界部分、ブラックインクにて形成した正方形とマゼンタインク１にて形成した正方形の境
界部分である。そして、各境界部分にて発生したブリーディングのうち、最も滲んでいた
箇所について、１つの正方形の面積に対して滲み部分の面積率がどの程度であるかを画像
処理により算出し、以下の基準で評価した。
Ａ：滲み面積率が０．１％未満。
Ｂ：滲み面積率が０．１％以上１．０％未満。
Ｃ：滲み面積率が１．０％以上１０．０％未満。
Ｄ：滲み面積率が１０．０％以上。
【００５９】
　以上の評価結果を、下記表６に示す。
【００６０】

【表６】

【００６１】
　本発明の転写型インクジェット記録方法である実施例１～８では、転写性、Ｗｅｔ擦過
性、ブリーディングのいずれも良好である。
【００６２】
　これに対し、凝集液中の高分子化合物が本発明の高分子化合物ではない比較例１、２、
４、６の転写型インクジェット記録方法では、特に転写性とＷｅｔ擦過性が良好ではなか
った。また、凝集液が凝集剤を含有していない比較例３の転写型インクジェット記録方法
では、転写性、Ｗｅｔ擦過性、ブリーディングのいずれも良好ではなかった。凝集液が高
分子化合物を含有していない比較例５では、転写性とＷｅｔ擦過性が良好ではなかった。
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